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はじめに

者は, リfe性ヵ ミキリムシの各々 の種が碎集・ 個体
レベルで地域のaf l物の花  を時間的,  空間的にどのよう
に利用しているのか,  また,-f,花性と開花械物をとりまく
環境 (特に l生とill'i物最観) との関係についてどうか,
調査研究を行なってきている。 し力し, 北海適における

ll方イll性ヵミキリムシの生態に関する研究は, 青山(1969),
佐 木々(1978)の報 l以外ほとんど知られていない。 そこ

で調査データは古いが, -時期の開イe植物花上に集まる
Jif f性ヵミキリムシについて, またそれをとりまく環境

について調査したのでここに報告しておきたい。

なお, 文献・ 資料等をll易わった北海道釧路束高校・ 目

山f真一 ,  また調査のための便aを計られた富良野市立
施郷中学校・ イ111 {和  - it-  に感 ,謝の意を表する。

調査地および方法

( 1 )  調 f l地域の 要

調fl地域は,  北1111通のほぼ中央部,  大11山国立公園
のl - ?券l [1 系に隣接する東111大学1??学部附属,1ヒ海道演習林
(総面積23, ・1:20 ha) の範郷地区である (図 l )。

i1fi生はほぼ,lll寒特・系に属し, lift直分布は下部ではシラ
カンバ, ハンノキ類とァカトドマツ, エソ'マツとの針広
混交林が発達している。 上部ではシラカンバに変わって
ダケカンバが, そしてァカエソ'マツが見られる。
調査地は, 富良野Illから麓郷市ifiに l るほぼ中間か施

郷寄りの所で, 標高は約300m内外, 布部川に並行した

道路沿いである (図1 , A・ B )。

(2 )  調査地のaf l物最観と植生
調査地点の械物最観及び植生は図2 , 3 のとおりであ

る。なお環境区分は値物 '''-観と1111生により神田 (1979)
を参考に区分した。

a . A地点
同辺はェソマツ林の l4:t地で, その林床一には ョモギ

類, イネ科, カヤッリグサ科等の11本類が繁茂し, その
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図1   調査地域
〔Fig.1. Area su_r、,eyed〕
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P t ・ : 「'c t as i tes japon icus subsp.  gi gan teus アキタブ ;t,-

図2 , 3   調査地の植物景観
〔Fig 2,3.  Ph、siognomica1 vie、vs of two stations (profile diagram and vegetation ma p - groundflora not to scale).〕

エゾマツ林の林緑部にノリウッギが散在している (図
2 )。
環境は半開放的環境 (semi-open land)。
b .  B地点
シラカンパ, ハンノキ類とァカ ト ドマツ, エゾマツと

の針広混交林が在り, その林下にホザキナナカマドが群

生し地面を t  している B  その周辺はアキタブ L,   
キ'類,  アザミ類, ササ等が生い茂っている (図3 )。
環境は開鎖的環境 (closed land) である。

(3 )  調査日時および方法

調査日時は表1 に,J してある。 調査はおよそ連統2 時

間サンプリングとした。

表1   調査日時および天候
〔Table t. Survey date, time and weather〕

び, 直径42cmのネット 1 本をかぶせ・ ゆすり網法によ

り行なった。

結果と考察

( 1 )  種類構成と群集構造

a . 種類構成

各調査地の開花植物ごとに採集されたカミキリムシの

種類と個体数は表2 に示した。

A地点のホザキナナカマド (So,-ba,-ia steuipila) で

は,  ツヤケシハナ1)12個体 (30.8%), ホクチチビハナ8
個体(20.5%),  カラカネハナ5 個体(17.2%),  クロサワ

ヘリグロ、ナ4 個体(13.goo)など計7 属8 種39個体が採
集された。

B地点のノリウッギ (Hydra,tgea pant'ct‘lata) の8 月

17 日(天候 : り)では,  ヨツスジハナ23個体 (57.500),
フタスジハナ6 個体 (15.0%), アカハナ 4 個体 (10.0
00) など計7 属7 種40個体が採集され,  ヨツスジハナが
個体数において全体の過、準数以上をr_tiめている。 同月19

Survey po ints Da t e T i me Wea t he r

A
B

2 2 , l 976
17/Ill,1976
19 . l976

1 0 :3 0 -12 二30
11 : 00 - l 3 : 00
10 : 00 -12 :0 0

(

( )

採集はほぼ一定の面積範囲を占める開花械物の辞落を 1)  和名の “ー一ヵミキリ” は省略, 学名との対照は表

単位として, 花は系i裂開中で花勢の良い状態のものを選 2 を参照のこと。
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表2 採集されたカ ミキリムシの種類と個体数
〔Table 2. List of collected species and the number of individuals〕

Spec ies
t e 22/w 1976 17 - 76 19 - 976 TF b - , - - Ota1 (/' )

J aDan e s e n a n e
' es S・ H・ H ・

Leptur i nae
1) Gaurotes dor is
2) Pidonia amentata
3) A1osterna tabacico1or
4) Gorymbia succedanea
5) Corymbia var i icornis
6) Marthaleptura scotodes
7) Judol ia cometes
8) Eust rangal is ant icereduotus
g) Leptura och r aoeo f asc i at a

10) Leptura a r c u a t a

11 ) Pedost rangal is femoral is
12) Nakanea vicar ia

C erambyc i nae
13) Leont ium vi r ide
14) Cyrtoclytus caproides
15) Chlorophorus japonicus
16) Ch1orophon1.s xeniscus
17 1 !-';・r1ic l v t u, e x o u l t u o

力ラカネハナカミキリ 5 0 0 5f3・6jセスジヒ メハナカミキリ 3 0 0 3 2 ' 1

ホクチチビハナカ ミキリ 8 0 0 8 5・7
アカハナカミ キリ 0 4 5 9 6・4
プチヒゲハナカ ミキリ 0 1 0 1( 0'7)
ツヤケシハナカミキリ 12 2 0 14(10・9)
マルガタハナカミキリ 0 3 8 11( 7・ jクロサワヘリグロハー iカ ミキリ 4 0 0 ( 言'a)ヨ ツ スジ ハナカ ミ キ リ 3 23 30 5 (4 ・
ヤツポシハナカミキリ 3 0 1 4( 2・9)
力タキハーJ-力ミキリ 1 0 0 1( 0'7)
フタ スジハーJ-力ミキリ 0 6 5 11( 7'9)

ミ ド リカ ミキリ 0 0 2 2( 1'4)
キスジ トラカミキリ 0 0 2 2( 1・4)
エグリ トラカ ミキリ 0 0 4 4( 2・9)
ホ ソ ト 力ミキリ 0 0 1 1( ;・7)
ソ ロ トーー:; i.Jミ .;t一り 0 1 3 /l( -・9)

To t a l

S . : Sorbar ia s te11 ip i l a ホザキーJ- :1-力マ l
H・  : 量ydr 里 :ea:rncu l at a ノ リウッ・:ll二

日 (天候 : 暗れ) ではョツスジハナ30個体(49.2°o), マ

ルガタハナ8個体(13. 1%), アカハナ, フタスジハナ各

5 個体 (8.2%) など計8 属10種61個体が採集された。 種

数においては,  トラカミキリ族 (Clytini) が4 稱採集さ

れ, 個体数ではョツスジハナが全体の過半数近くを占め

ているo
それぞれの結果を総合してみると, 計14属17種 140個
体が採集され,  7 月22 日のホザキナナカマ ド花上では比

較的小型種が多く,  8 月17, 19 日のノリウッギ花上では

中, 大型種の割合が多い。すなわち盛要期には小・ 中型

極が, 晩要期には大型極というような出現最盛期に差が
あるものと思われる。 また8 月17日と19日のノリウッキ'
花上では, 19日にトラカミキリ族数種が若平ではあるが
採集さ iしている。 このことは気象条作 (特に日照条件)
の差によるものと思われる。 なお, ホザキナナカマド花

上において, 北海道内でも余り採集例の少ないクロサワ

ヘリグロハナがまとまって採集された。

b . 碎集構造

'幸者は,  訪花性力ミキリムシの群集について元村

(1932) の等比級数則および加藤ら(1952) の百分率法によ

り比較検討をしてみた (図4 , A ~ F )。
等比紙数則は, 排集の種類組成とその複雑さを知る上

で使利な方法で, すなわち a値 (lt ii き) が大ほど19t集は
単純化, 小ほど複雑化の傾向を, i、す。 それぞれのa値と
回;f'式の結果は図4 , A ~ Cである。

39 40 61 140(100・o

ホザキナナカマド花上 (7 月22日)
y =1.21 - 0.15.1 a =0. 15

ノリウッギ花上 ( 8月17日)
y =1.41 - 0.24 f a = 0. 24

ノリウッギーイe上 (8 月19日)
y =1.31 - 0.15a ,a = 0. 15

ホザキナナカマド花上(図4 , A) および8 月19 日の

ノ リウッギ花上 (図4 , C ) は, 共に鮮集は複雑化してお

り,  8 月17日のノリウッギ花上 (図4 , B) においては群

集は単純化の傾向を示している。

百分率法における群集の解析は,  図4 , D ~ Fに示し
たとおりである。 すなわち, 開花植物への総飛来数に対

する各種の飛来数の割合を百分率法の信頼限界 ( この場

合は危険率5 %) で算出し, 開花械物ごとに図示してあ

る。各図の 直の破線は, 採集されたカ ミキリムシ各種

が花上に同頻度で飛来したものと仮定しての各種の平均

飛来率を示したものである。 また, 上, 下信頼限界のパ

の中央のi産線は百分率を示した。 なお, 実際の図示の

方法や計算には, 坂上ら (1974) と佐久間 (1964) の近似

式を用いた。

ホザキナナカマド花上 (図4 , D ) においては,  ツヤケ

シハナがわずかに優占しているものの, 信頼幅が互いに

重なっており, 種間の差は認められない。 8 月17日ノリ
ウッギ花上 (図4 , E ) においては, 信績幅が広いものの

ョツスジハナ l 種による優占が認められ, 同l 9日 (図
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図4 各調査地ごとに, ｱ花したカミキリ �䝅䛾➼ 数則による許一集の形態( A ~C) と百分率法に
よる許集解析(危険率5°o,  D ~ F)

〔Fjg4 Forms of cerambycid associations she、vn b、・ the geometrical progression method (A-C),
and structure anal、ses of cerambycid associations on flowers b、 the occurrence p「obabilit、
moth()d on the level of 95 per cent confidence (D-F). Broken l ine she、vs the ave「a9C
coeflj jcjent and short vertical line on each 1、orizontal bar she、、's the Pc「Centa9e.〕
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4 , F ) においてもョツスジハナの優占が認められる。

l f山 (1969) は,  7 月下Ill知床、?島羅Fi liiにおいて約7
極の開花 物花上より l7 のハナカ ミキリを採集し, そ

の内個体数ではョツスジハナが最も多く , 他に中・ 大型

利iの全体に占める割合が高いことを報告されている。 こ

のことは小型極と大型 l とでは出現最盛期に差はあるも

のの, 両地域に共通してョツスジハナの発生個体数が多

いように思われる。おそらく間辺部の森林械生 (特に幼
虫の食樹となる寄_ti械物=エゾマツ他) と関係があると

思わオt る。

神田 (1979) は, 奥日光において, 一期の隣接する地

No 2 (Jun. 1980)

域内に - く開花械物花上の 花性ヵミキリムシ 集の解

析を行ない, その結果, 器集変動の要因として森林抽生

( 寄:i三械物や訪花械物を含めた ] i生状態,  植物景観=  械
生の階層構造など) によるちがい, 種のaリイe選好性 (イ
への利用を主とする) や環境への選択性によるちがい,
カミキリムシ種間の活動照度域のちがいと気象条件など

を指摘したが, 今回はそれらについては l-分解明するこ
とはできなかった。

最後にこの調i i中, 適路を飛期中のハンノアオカミキ
リ (Eutet,・apha chrysocli1oris) l ex. を採集したので合
わせて報告しておく。
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Summary

The species composition and s t r uc t u r e of cerambycid associations on flowers  in relat ion t o

vegetation types w e r e observed at Hokkaido Experiment Forests (Rokugo Area) the Faculty of
Agriculture, Tokyo University, Hokkaido (Furano City), on the 22th of  July,  17th and 19th of
August, 1976. A total of 140 individuals belonging to t7 species in 14 genera w er e co llected at

t wo points in the surveyed a r e a (table 2). The st r uc t u r e of cerambycid associations o n flowers

of two plant species were analyzed by means of the occurrence probability method (KAT0 et al.,
1952) and geometrical probability method (MoTOMURA, 1932), and the differences between them

w e r e discussed.

<‘1J正> 表, 図中のッヤケシハナカ ミキ リの学名の属名 Marut/laleptura は Anastrangalia の・t1; り。
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